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－教育目的－ 

診療放射線技師に必要な知識及び技術を教授し、自ら考え問題を解決する能力を身に付け、社会人として 

人間性豊かで広く地域社会に貢献しうる人材を育成する。 

 

－教育目標－ 

1. 医療機器・技術の進歩にも対応出来る、専門医療技術職としての基礎並びに専門的知識・技術を習得する。 

2. 保健医療における専門技術職としての役割を理解し、医療チ－ムの一員として責任を果たす能力を養う。 

3. 専門職業人にふさわしい態度と研究心を養い、生涯学習が続けられる習慣を身につける。 

4. 自己の健康管理を心がけ、豊かな人間性を養い、人間を尊重出来る態度を身につける。 

5. 情報処理能力を養い、医療・診療情報や画像処理に貢献できる専門的知識と技術を身につける。 

 

－学年別到達目標－ 

  目   的 目    標 

一
学
年 

１．社会人として基本的な生活態度を身につけ

る。 

①自己の健康管理ができる。 

②自己を見つめ、より良い人間関係を築く努力ができる｡ 

２．主体的な学習態度を身につけ人間的成長を 

図る。 

①自己の学習効果を評価し、表現することができ広く 

人間性を深めるようにする。 

３．基礎的な知識・技術を身につけ、放射線医

療への関心を深めて行く。 

①何事にも興味・研究心をもって講義・学習することが 

できる。 

二
学
年 

１．医療従事者としての責任と自覚をもち、主

体的に物事に臨む。 
①常に責任ある態度と、連携を保ちながら生活できる。 

２．学生として誠実な態度で、放射線医療技術

修得に向けて、基礎的知識・技術を身につ

ける。 

①一学年での学習を統合し、各教科が医療技術へと続く 

取り組みができる能力を養う。  

三
学
年 

１． 医療チームの一員として診療放射線技師の 

役割を理解し、責任と自覚を養う。 

①臨床実習に向けての実践できる能力を養い、実習態度と

責任ある行動・健康管理ができる。 

２．放射線技術の実践に必要な基礎的・専門分

野の知識や技術の修得。 

①学内の実験・実習を通して、臨床実習に必要な基礎的知

識と技術・態度の修得ができる。 

四
学
年 

１． 学んだ、放射線の知識・技術を実験と臨床 

実習・卒業研究に取り組み、専門科目の理

解を深める。 

①臨床実習を通して、講義や実験での学習を基に、知識や技術

の確認と修得を行い、放射線技師としての必要な実践能力を

養う。 

②学外の学会等で発表を行い、学術的に必要な知識などを修得

する。 

２． 国家試験合格を目指し、きめ細かな学習に

より、就職への準備を進め、四年間の総仕

上げ。 

①演習や実力試験を配置し、学んできた講義・実験・実習

内容を演習し、国家試験に備える。 


